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ア
ヲ
ン
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

第
八
十
一
巻

四
ノ、

第

号

四
ノ、

フ
ラ
ン
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

梅

津

平日

虫日

ま

え

古玉

き

プ
ラ
ン
地
域
と
は
、
フ
ラ
Y
見
本
国
の
通
貨
7
ラ
Y
を
も
っ
て
国
際
決
済
を
行
い
、
自
国
通
貨
を
フ
ラ
ン
に
直
結
し
、
外
国
為
替
管

理
に
関
す
る
一
九
三
九
年
の
大
統
領
令
に
よ
っ
て
共
同
の
外
国
為
替
・
金
準
備
を
使
用
す
る
国
の
総
称
て
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
イ
Y
ド
シ
ナ
コ
一
国
の
フ
ラ
ン
地
域
離
脱
(
一
九
五
四
年
十
二
月
)
、
号
官
プ
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
i
両
国
白
独
立
(
一
九
五
六
年
一
一

月
て
さ
ら
に
ア
ル
ヂ
エ
リ
l
D
反
乱
の
事
実
が
端
的
に
表
明
す
る
よ
う
に
、
旧
保
護
領
は
本
国
フ
ラ
ン
ス
よ
り
遠
心
的
傾
向
が
非
常
に

強
く
、
フ
ラ
ン
地
域
の
メ
Y
パ
ー
と
し
て
の
地
位
も
不
安
定
で
あ
る
。

私
は
、
以
上
白
=
一
国
を
、
矢
内
原
勝
氏
の
用
語
に
な

b
っ
て
、
フ
ラ
ン
地
域
の
外
核
と
呼
ぶ
己
と
に
し
た
い
。

こ
の
外
核
を
白
ぞ
く
フ
ラ
Y
地
域
の
メ
ン
パ
は
、
旧
植
民
地
沿
よ
び
旧
委
任
統
治
領
て
あ
る
o

す
な
わ
ち
、
フ
ラ
ン
ス
領
赤
道
ア

フ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
領
凶
ア
フ
リ
カ
、

ブ
ラ

Y
ス
領
ト
ゴ

l
お
よ
び
カ
メ
ル

l
y
(
以
上
二
地
域
は
国
連
信
託
統
治
領
)
、

マ
ダ
カ
ス

カ
ル
晶
ゐ
よ
び
コ
暗

l
ル
諸
島
、

ニュ

l
・
カ

V
F
ニ
ヤ
、
フ
ラ
ン
ス
領
オ
セ
ア
一
一
ヤ
、
海
外
四
県
(
マ
ル
チ
一
一
ッ
ク
、
ガ

F
ル
l
プ、

ギ
ャ
ナ
、
レ
ユ
ニ
オ
ン
)
を
内
包
す
る
広
大
在
地
域
て
あ
り
、
政
治
的
に
は
徹
底
し
た
同
化
主
義
の
反
映
て
あ
る
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の



一
部
を
構
成
し
て
い
円
る
。

(
7
7
Y
ス
領
ト
ゴ

l
b
よ
ぴ
カ
メ
ル

l
y
は
、
連
合
加
入
領
域
と
し
て
、
フ
ラ

γ
ス
共
和
国
に
含
ま
れ
な

H
)
。
そ
し
て
、
経
済
的
に
も
緊
質
的
な
結
合
関
係
を
有
す
る
。

私
は
、
こ
れ

b
の
地
域
1

1
広
義
の
植
民
地
ー
ー
を
外
核
に
対
置
し
て
内
核
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
内
核
と
外
核
と
を
本
国
に
対
峠
さ
せ
、
そ
白
相
互
関
連
の
な
か
で
第
二
次
大
戦
後
に
治
け
る
フ
ラ
ン
ス
植
民
政
策
の
軌
跡
を
追

求
し
て
い
く
と
き
、
戦
後
7
ラ
Y

R
の
植
民
政
策
に
治
け
る
古
き
も
の
U
ブ
ラ
ン
デ
ー

v
a
ン
の
支
配
・
保
護
と
新
し
き
も
の

1
開
発

計
画
と
が
、
本
国
資
木
の
再
生
産
軌
道
と
ど
の
よ
う
に
か
ら
み
あ
い
、
典
型
的
な
後
進
地
域
と
し
て
G

7
一7
Y
地
域
の
経
済
構
造
を
い

か
に
ゆ
り
動
か
し
て
い
く
か
が
明
b
か
に
吉
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
ヮ
℃
問
題
は
、

「
ヨ
ロ
ッ
パ
の
病
人
」
と
し
て
の
フ
ラ

y
z

へ
の
懐
古
的
趣
味
に
つ

b
な
る
の
で
は
た
く
、
ア
フ
リ
カ
の
経
済
開
発
の
実
態
把
握
、
さ
ら
に
は
ア
ル
ヂ
エ
リ
ー
で
す
で
に
進
展
し
つ

つ
あ
る
ア
フ
リ
カ
の
革
命
の
究
明
と
い
う
未
来
へ
の
民
望
を
包
撰
し
て
恒
る
の
で
あ
る
。

私
は
、
こ
の
よ
う
左
問
題
へ
白
一
次
的
た
接
近
と
し
て
、
フ
ラ
ン
地
域
の
内
核
と
外
核
を
分
別
せ
し
め
る
決
定
的
要
悶
と
し
て
の
植

民
地
通
貨
制
度
の
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
け
だ
し
、
封
鎖
的
・
排
他
的
市
場
と
し

τ
の
フ
ラ
ン
地
域
の
形
成
要
因
を
明
b
か

に
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
以
上
の
問
題
の
最
終
的
左
解
明
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

ω
フラ
γ
ス
飼
ソ
マ
リ
1
は
、
.
ト
ル
地
域
に
属
し
、
フ
ラ
γ
地
域
よ
り
除
舛
さ
れ
る
。

ω

F

2

5

3
ロ
E
F
F
o
m
H
J
4
m
q
o己
3

5
司

q
C
E。ロ同
E
Z
E
ω
♂
問
。
4
c
m
q
r
o
E
E
5
H
u
o
r
E
5
M
官
民
]
平
。
n
H
o
r
o
L
u
g
-

制
こ
の
こ
と
は
目
保
護
領
よ
り
の
フ
ラ
ン
ス
資
本
の
本
固
引
揚
に
よ
っ
て
反
映
き
れ
る
(
寸
苫
昂
芯
目
。
問
。
]
者
。
門
仲
間
同
百
戸
市
ω-PH
口
。
自
】
芯
冨
OH払
a

仲

間

WHHO
血

O
】

MHNODO
同
門
釦
回
口

((MWロロ
0
0
】
む
日
明
)
)
】
討
・

]{]FHmiHHド
匂
・
)
。

矢
内
原
勝
「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度
」
、
三
田
学
会
雑
誌
、
一
九
五
六
年
十
一
月
号
。
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フ
一
フ
ン
地
域
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民
地
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貨
制
度
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十
一
巻

四
七

第
一
号

四
己



フ
ヲ
ソ
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

第
八
十
一
巻

四
人

第

号

匹1
ノ、

植
民
地
の
発
券
機
構

ま
ず
最
初
に
問
題
の
手
が
か

b
と
し
て
、
第
一
一
次
大
戦
後
フ
ラ
ン
地
域
に

b
け
る
植
民
地
の
発
券
機
構
が
ど
の
よ
う
に
改
ヰ
宵
れ
て

者
た
か
を
み
よ
う
。

第
二
次
大
戦
中
、

F
・
ゴ
ー
ル
将
軍
D

7
ラ
Y
ス
解
放
委
員
会
は
、
解
放
運
動
白
拠
点
と
し
て
の
植
民
地
行
政
の
必
要
土
、
政
府
紙

幣
の
発
行
機
関
を
設
置
し
た
。
一
九
阿
一
年
十
六
月
一
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
解
放
委
員
会
政
令
に
よ
る
白
尚
フ
ラ
Y

ス
中
央
基
金
色
回
目

5
0

R
E
B官
官

E
E
E
2
-号
日
)
の
創
設
が
己
れ
て
あ
る
。

一
九
四
二
年
七
月
二
十
四
日
の
政
令
に
上
っ
て
、
と
の
自
由
フ
ラ

Y

ス
中
央
基
金
は
、
私
営
銀
行
た
る
同
ア
フ
リ
カ
銀
行
か
ら
フ
ラ

Y

R
領
赤
道
7
7
H
J
角
島
よ
び
カ
メ
ル

Y
に
お
け
る
発
券
業
務
の
特
権
を
は
〈
奪
L
た
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ

Y

ス
植
民
政
策
史
上

画
期
的
在
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
何
故
友

b
、
植
民
地
の
発
券
機
構
が
は
じ
め
て
、
公
的
機
関
の
手
に
直
接
委
ね
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。

つ
づ
い
て
、
自
由
主
フ
Y

ス
中
央
基
金
は
、

一
九
四
二
年
十
二
月
四
日
の
一
政
令
に
j
ヮ
て
、
十

Y

H

ェ
ル
・
ミ
グ
ロ

Y

両
島
て
発

券
業
務
を
お
こ
在
う
と
と
と
な
っ
た
。
最
後
に
、
一
九
四
四
年
六
月
二
十
七
日
お
よ
び
八
月
二
十
八
日
の
政
令

rよ
っ
て
、
マ
ル
チ
ニ

ァ
ク
銀
行
、
ガ

F
ル
l
プ
銀
行
、
ギ
ャ
ナ
銀
行
、

V

ユ
ニ
オ

γ
銀
行
か

b
、
発
券
業
務
が
海
外
ブ
ラ

γ
ス
中
央
基
金
(
同
早
二
月
二
目
白

政
令
に
よ
っ
て
改
称
。

zn自
由

0
2己
E
官
品
。
宮
町
同

g
s
q。
E
Z
E司
〉
に
移
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

フ
ラ
ン
地
域
の
↑
植
民
地

k
bげ
る
例
外
的
存
在
で
あ
っ
た
マ
ダ
カ
ス
カ
ル
銀
行
も
、
と
の
一
よ
う
な
新
し
い
傾
向
の
影
響
を
う
け
ず
に

は
い
な
か
っ
た
。

一
九
五

O
年
=
一
月
二
十
九
日
の
一
法
律
第
五

O
三
七
五
号
は
、
マ
グ
カ
ス
カ
ル
銀
行
白
発
券
業
務
を
二
十
年
間
延
長
す



る
と
と
も
に
、
本
国
政
府
を
最
大
の
株
主
と
す
る
と
と
に
上
っ
て
増
資
を
ば
か
り
、
同
銀
行
を
半
公
営
会
社
に
転
換
し
た
の
で
あ
っ
た
。

マ
グ
カ
ス
カ
ル
島
お
主
び
コ
モ
ー
ル
諸
島
に
は
残
余
白
株
D
大
部
分
が
留
保
さ
れ
、
経
営
評
議
会
に
四
名
白
代
表
を
指
名
す
る
権
利
が

与
え
ら
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
領
両
ア
フ
リ
カ
と
ト
ゴ
ー
に
お
い
て
も
、
そ
の
発
券
業
務
が
公
的
機
関
の
手
に
移
台
れ
る
に
H
た
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

銀
行
ば
発
券
特
権
を
失
い
、

F
E
Z
E
g
z
E
、
円
。
哩
・
〉
が
設
置
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

九
五
五
年
一
月
二
十
円
の
ブ
ラ
γ
λ

領
西
ア
フ
リ
カ
治
よ
ぴ
ト
ゴ

l
の
発
券
機
構
改
革
に
関
す
る
大
統
領
令
に
よ
っ
て
、
西
ア
フ
リ
カ

7
ラ
Y

ス
領
西
7
7
y
カ
・
ト
ゴ

l
通
貨
発
行
局

(
H
E
E
E仲
円
宮
5
m
E
H
H
e
H
ι
年
5
5
0
n
E
E
O
Z巴。

同
じ
〈
、
同
年
一
月
二
十
日
の
フ
ラ
ン
ス
領
赤
道
ア
フ
リ
カ
治
よ
び
カ
メ
ル

l
y
の
発
券
機
構
改
革
に
関
す
る
大
統
領
令
に
よ
っ
て
、

海
外
フ
ラ
Y

ス
中
央
基
金
は
そ
の
発
券
業
務
を
新
設
の
フ
ラ

Y
ス
領
赤
道
ア
フ
リ
カ
・
カ
メ
ル
l
y
通
貨
発
行
局
〈

H
B
Z
E仲円品目白
ω百円。恒

皆
同

K
5
5
5
2
1戸
E
O
H
E
O
司
g
m
m円m
o
z
E
口
凶
器
司
E
ろ
に
委
ね
、
以
後
は
長
期
開
発
資
金
の
融
資
機
関
と
し
て
心
機
能
を
は
た
す

と
と
に
な
っ
た
。

以
上
白
グ
ロ
ノ
ロ
ジ
い
を
特
徴
づ
け
る
も
の
は
、
植
民
地
発
券
機
構
の
公
的
機
関
へ
の
移
転
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
後
白
植
民

政
策
の
一
環
と
し
て
い
か
在
る
意
義
者
は
J

汗
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
の
問
題
は
、
以
下
の
一
二
節
に
お
け
る
植
民
地
通
貨
制
度
目
現
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
介
析
に
よ
っ
て
、
遡
及
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
。ω

回

-OOF-FE誌
L
U
日
γ
B
-
8
1
8

H
h
o
b
o
E
H
P
E
O
E官
官
2

E
口
。
呂
志
目
。
回
公
EHO
且

O
E
N
。
日
司
自
の
(
自
己
匹
。
戸
田
町
5-
印

Z
E
H
5
5
m
Z
田
口
九
回
目
『
E
m
r
p
n
w
F
Z。-

由

p
z
o耳
目
宵
0
5
a
-
E
H
N
U
-
-
H
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フ
ヲ
ン
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

第
八
十
一
巻

四
九

第

号

四
九



フ
ラ
ソ
地
域
白
抽
民
地
通
貨
制
度

第
八
十
一
巻

ま
O 

第
一
号

五。

操
作
勘
定
の
メ
カ
-
一
ズ
ム

後
述
す
る
よ
う
に
、
本
国
フ
ラ
ン
と
植
民
地
7
ラ
ン
は
、
等
価
値
目
章
標
て
は
在
い
(
第
五
節
参
照
〉
。

し
た
が
ヮ
て
、
本
国
と
植
民

地
問
白
一
切
白
価
値
移
転
は
、
必
ず
何
れ
か
一
方
の
通
貨
へ
の
振
替
を
必
要
と
す
る
。

E
D
振
替
を
保
証
す
る
も
の
が
、

五
月
二
十
四
日
白
国
庫
特
別
勘
定
開
設
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
操
作
勘
定
色
。
目
町
百
円

0
1
2
5ロ
)
制
度
て
あ
る
わ

一
九
五
一
年

現
在
、
国
庫
と
マ
グ
カ
ス
カ
ル
銀
行
、
海
外
フ
ラ
ン
ス
中
央
基
金
、
フ
ラ
ン
旦
領
西
ア
フ
リ
カ
・
ト
ゴ

l
通
貨
発
行
局
、
フ
ラ
ン
ス

領
赤
道
ア
フ
リ
カ
・
カ
メ
ル
1
Y
通
貨
発
行
局
と
白
間
に
操
作
勘
定
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。

本
国
の
植
民
地
に
対
す
る
価
値
移
転
の
パ
ラ
ン
ス
が
本
固
に
と
っ
て
支
払
超
過
で
あ
っ
た
場
合
、
す
な
わ
ち
植
民
地
に
と
っ
て
受
取

超
過
で
あ
っ
た
場
合
、
植
民
地
発
券
銀
行
は
そ
の
受
取
超
過
分
を
本
国
7
ラ
Y
資
産
と
し
て
保
有
す
る
。
モ
し
て
、
そ
の
本
国
ア
ラ
ン

資
産
土
対
価
と
し
て
植
民
地
7
ラ
Y
を
発
行
し
う
る
。
逆
に
、
植
民
地
の
本
国
に
対
す
る
価
値
移
転
の
パ
ラ

y
h〈
が
植
民
地
に
と
っ
て

支
払
超
過
で
あ
っ
た
場
合
、
植
民
地
発
券
銀
行
は
そ
の
本
国
フ
ラ
ン
資
産
の
引
渡
し
か
、
或
い
は
国
庫
か
ら
白
貸
出
し
に
よ
っ
て
、
そ

の
超
過
分
を
カ
パ

l
し
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
。

以
上
の
価
値
移
転
の
パ
ラ
ン
兄
を
反
映
す
る
操
作
勘
定
は
、
つ
ぎ
の
二
系
列
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
d

1 

発
券
銀
行
を
通
ず
る
本
国
フ
ラ
ン
資
産
の
増
加
と
そ
の
減
少
。

植
民
地
に
お
け
る
国
障
臼
収
入
と
支
出
。

ま
ず
、
第
一
白
系
列
の
内
容
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
発
券
銀
行
を
通
ず
る
本
国
フ
ラ
ン
資
産
の
増
加
は
、
つ
ぎ
の
項
目
の
一
目
す
価
値

2 
移
転
に
よ
っ
て
牛
ず
る
。



ィ
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
て
、
支
払
わ
れ
た
、
植
民
地
よ
り
の
輸
入
品
に
対
ず
る
現
金
額
。

ロ
、
本
国
て
現
金
化
さ
れ
た
植
民
地
在
住
の
債
権
者
名
義
白
証
券
額
。

ハ
、
植
民
地
て
支
払
わ
れ
る
べ
き
7
ラ
Y
ス
本
国
振
出
し
の
小
切
手
。

ニ
、
木
国
て
支
払
わ
れ
た
手
形
代
令
。

ホ
、
本
国
の
証
券
市
場
て
売
却
さ
れ
た
証
券
収
益
。

へ
、
本
国
て
償
還
き
れ
た
、
植
民
地
保
有
白
木
国
債
券
額
。

ト
、
植
民
地
在
住
の
債
権
者
に
主
っ
て
、

A
P
ー
の
自
由
市
場
て
売
却
吉
れ
た
外
国
為
替
の
代
価
。

チ
、
フ
ラ
Y

ス
銀
行
に
栄
ら
れ
た
植
民
地
銀
行
券
の
総
頼
。
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
銀
行
に
返
送
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
銀
行
券
の
総
額
。

以
卜
の
項
目
か
ら
明
か
た
上
う
に
、
植
民
地
異
券
銀
行
の
本
国
フ
ラ
ン
資
産
を
形
成
す
る
主
要
源
泉
は
、
植
民
地
の
対
本
国
者
工
び

対
外
輸
出
額
お
工
び
植
民
地
に
対
す
る
私
的
投
資
額
ザ
し
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
発
券
銀
行
主
通
ず
る
本
国
フ
ラ

γ
資
産
の
減
少
は
、
つ
ぎ
の
項
目
に
よ
っ
て
生
ず
る
。

イ
、
発
券
銀
行
が
w

干
の
取
引
銀
行
の
要
求
に
よ
っ
て
、
そ
白
勘
定
項
目
に
振
替
え
る
本
国
フ
ラ
ン
額
。

ロ
、
植
民
地
ぞ
現
金
化
さ
れ
た
本
国
銀
行
の
振
出
し
手
形
。

ハ
、
本
国
銀
行
白
帳
簿
信
用
に
対
す
る
利
子
額
。

コ
、
本
国
て
白
一
証
券
購
買
。

ホ
、
パ
リ
l
J
L

の
外
国
為
替
購
買
の
対
何
。

へ
、
フ
ラ
ン
ス
銀
行
が
植
民
地
発
券
銀
行
に
送
附
す
る
フ
ラ
ン
ス
銀
行
券
の
総
額
。
ま
た
は
7
一フ
Y

ス
銀
行
か

b
返
送
吉
れ
る
植
民

フ
ヲ

γ
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

第
八
十
一
巻

五

第
一
号

五



(単位1.000ドル〉海外フランスの国際収支(1952年~1954年〕
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フ
ヲ

γ
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度
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第
八
十
一
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:?望 U. E. P 

カ Tダ|総計

ド吋ト 1面市羽田 1IE百高ー
その厄「ττ百正--:35，百百Tτ正田

-，-一一訂正百'7T329;o'百| 百五95
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百京高豆一「一一一一一一一一「

目立L 仁三重亙「主主」二三
政府 " I! 11 " 

子「一一一-:fo;891n 11，詞引 τ342 

陀 バ ラ ン ス 二 百 1521

経常勘定
商 品 「一吉日間 '241，07τ一一一寸面珂f

一一一一一 =ロ1>"3T-1S;9豆
270.441τ苛.501
布，49-2一三五百r

1室ギ万三吉 「一一一寸 I一一一
民間資本 「一一夜宮ア1-16.5M 一一9"

政府" 11 " " 

..!:'7 .三三!-豆一点ー26_:

にEERC7E44]EE
バ ラ ン ス 1-30，5θ71 ー26，3441 -4，281 
資本勘右

~ F~1.理* !ー_.2~:型企| 主主笠1~8与
政府"" " " 

1 計 24，9481 27，680 1--17，883 

1 te~，亨ヲ7.三 6，8百万| て扇子

第表

1 

地
銀
行
券
の
総
額
。

以
上
の
項
目
が
一
閉
す
よ
う
に
、
植
民
地
発
券
銀
行
が
所
有
す
る
本
国
フ
ラ

γ
資
産
の
減
少
は
、
本
国
お
よ
び
外
国
か
ら
白
輸
入
組
ゐ

よ
ぴ
私
的
資
本
の
引
揚
げ
、
ま
た
は
植
民
地
在
住
の
本
国
資
本
に
上
る
本
国
証
券
購
買
に
よ
っ
て
彬
響
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
す
在
わ
ち
、

植
民
地
発
券
銀
行
が
所
有
す
る
本
国
フ
ラ
ン
資
産
の
増
減
は
、
植
民
地
の
国
際
収
支
の
パ
ラ

y
ー
ス
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
た
が
ら
、
公
的
資
料
か
ら
は
、
こ
の
植
民
地
別
白
国
際
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
は
え
ら
れ
な
い
。
己
己
て
は
、
一
九
五
二
年
よ

b

一
九
五
四
年
ま
で
の
海
外
フ
ラ
ン
ス
(
フ
ラ
シ
地
域
の
内
核
お
よ
び
外
核
〕
の
国
際
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
も
っ
て
、
近
似
的
指
標
と
し
た
い
。

フラ
γ
地
棋
の
植
民
地
通
貨
制
度

第
八
十
一
巻

五

第

号

五



フ
ラ
ン
地
域
白
植
民
地
通
貨
制
度

り
察
知
し
う
る
。

(
第
一
豊
参
照
)
。
己
白
方
法
が
、
本
質
的
な
誤
り
を
お
か
す
も
の
で
な
い
こ
と
は
、 第

八
十
一
巻

植
民
地
白
地
域
別
貿
易
収
支
を
示
し
た
第
二
表
よ

五
回

第

号

五
四

第
一
表
に
主
れ
ば
、
海
外
フ
ラ
ン
の
国
際
収
支
は
、
下
ル
地
域
に
対
し
て
ま
た
全
地
域
に
対
し

τ、
持
続
的
に
支
払
超
過
白
状
態
に

一
あ
る
。
己
の
事
実
は
、
植
民
地
に
限
定
し
て
み
れ
ば
、
そ
の
国
際
収
支
の
バ
ヲ

y
λ

が
、
植
民
地
発
券
銀
行
の
保
有
す
る
本
国
フ
ラ
ン

資
産
の
発
生
源
と
は
な
り
え
左
い
こ
と
を
意
味
す
る
o

そ
し

τ、
λ

F

P
ン
グ
地
域
に
お
け
る
が
ご
と
き
F
ル
・
プ
ー
ル
の
問
題
は
、

いじアフ カ 熱ザ 77

じ三一一匹斗豆之竺二プ一一jJS: :lJ;iし

|当41上圭
その他 -669 1 

_1  _-804 1 

海外フランスの貿品収支単位(100万フラン〕

イ血の海外 | 

第二表

459 ~_I_一一
-127 

515 

22HLょ11，665 _1_二~I二竺
ドル地域 1 -25，12i 1 山 76 1 +孔920

土土五」竺~I--=竺|一二3，046
|一山1 1 山7 1 一

五十

ヨFR出:;去
三二~ -11，726 I 十日7吐一二て

計 じ竺斗二竺L二竺竺

「41157
仁三互己豆空し

三主主E豆日二空;;1-二
γ吋 域 I -25加|刊，917 1 

72tf三

音|

+3，879 26，6口3

-8，348 

スターリ l
三 Y~品並リ

Y ル地域ハ

その 他 |

20，726 言十

計

Bloch-LainιLa Zone franc p. 448 
資料 I. N. S. E. Eリ Bulletinmensuel statェstique
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フ
ラ

Y
ス
地
域
て
は
生
じ
え
な
H
。

己
こ
で
、
本
国
プ
ラ
ン
資
産
の
増
減
に
作
用
を
お
よ
ぽ
す
国
庫
の
植
民
地
に
治
げ
る
収
支
項
目
を
考
察
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

イ
、
木
国
予
算
の
植
民
地
に
治
げ
る
操
作
。
植
民
地
に
お
け
る
本
国
予
算
の
支
出
は
、
そ
の
収
入
に
比

L
て
は
る
か
に
重
要
で
あ
る
。

ギ
要
た
支
出
項
目
は
、
軍
事
費
、
財
政
補
助
金
、
公
債
、
終
身
年
金
等
て
あ
る
。

ロ
、
国
庫
特
別
勘
定
に
工
る
支
出
、
投
資
近
代
化
資
金
の
貸
利
治
よ
び
国
庫
貸
付
命
等
て
あ
る
。

ハ
、
本
国
公
債
治
よ
ぴ
国
債
の
応
募
と
償
還
。

て
国
庫
へ
の
預
金
。

ホ
、
国
庫
民
対
す
る
手
形
の
振
出
し
。

以
上
の
項
目
の
バ
ラ
ン
ス
が
植
民
地
に
順
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
発
券
銀
行
位
、
本
固
か
ら
の
受
取
超
過
分
全
対
仰
と
し
て
、
植
民

地
フ
ラ
ン
を
発
行
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
受
取
超
過
分
白
主
要
源
泉
は
、
軍
事
費
、
財
政
補
助
金
、
政
府
投
資
て
あ
し
。

か
く
て
、
植
民
地
発
券
銀
行
の
保
有
す
る
本
国
フ
ラ
ン
資
産
は
、
以
上
の
一
一
系
列
を
通
ず
る
価
値
移
転
の
バ
ラ
ン
ス
に
工
っ
て
増
減

す
る
。
と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
第
一
の
系
列
、
す
た
わ
ち
発
券
銀
行
士
通
ず
る
価
値
移
転
は
、
発
券
銀
行
の
本
国
フ

ラ
Y
資
産
D
構
成
要
素
に
は
本
質
的
に
な
り
え
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
植
民
発
券
銀
行
の
本
国
フ
ラ
ン
資
産
は
、
第
二
の
系
列
、
す
在

わ
ち
困
庫
を
通
ず
る
価
値
移
転
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
第
三
表
に
お
い
て
公
的
機
闘
を
通
ず
る

本
国
の
植
民
地
に
対
ナ
る
資
金
移
動
が
圧
倒
的
ゼ
あ
り
、
モ
し
て
そ
白
バ
ラ
ン
ス
が
植
民
地
発
券
銀
行
の
本
国
フ
ラ
Y

資
産
額
白
変
動

に
ほ
v
照
応
す
る
事
実
に
よ
っ
て
(
第
四
表
参
照
)
、
立
証
さ
れ
て
い
る
。

以
上
白
考
案
か
ら
結
論
主
導
乙
う
。
植
民
地
発
券
銀
行
の
保
有
す
る
本
国
フ
ラ
ン
資
産
は
、
本
国
と
の
聞
の
価
値
移
転
に
と
も
な
う

フ
ラ
γ
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

第
八
十
一
巻

主
主

第

号

主
主



フ
ヲ
ン
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

第三表

Fl習量豊

植民地の操作勘定(1952年~1955年) (単位100万フヲン)

バランス

lffii13 
植民地の支払総額

融行 1盟主的
|為替 機関

」三笠主三竺ごとー|ユ主型一一型_，_，_11 ~ "J " 1 18，looll-"Tz，8401 
西アフ カ I t:lO ;"，，1 し 11，..， A nη 、 Ir:.-1 01r-， 司噌 | 
トゴー " 1 65，41司 " 11 24，93コ1 " 1 51，81011 " 1 11，3301 
赤道アフリカ 1 13，5201 2，60司 11 /， 11 I 13，83011 2，32副 μ 

二正?;!.--三二二[10 哩 ~2空ご三二王ゴコ二一[市「二" -1 3，璽
ν3三オ γ 11 I 1，1301 " 11 1I I 11 I 1，77刈 11 640 

1一主主主一一一一U，78ol__~76Lよ一つ-，1-ヲ |桶百一回ーっ;-1

ごとヒ三一l---ot勾 l，2~01_叫にι-E3哲三二二璽i
マルチニヴグ I 2，71UI l，tilUl 11 11 " I " I4，3川 日

221L21ι 
第
八
十
一
巻

主
叩

古
川
一
部
誠
一
同
一

7

一二十一人主
5

7
川

7
M
m

丁一』
5

晴
亙
明
朝
一
l

m出
国
品
川
j

r
F
F
F

一一
五
ノ、

第

号

五
ノ、

'='TI • ~~~U ……pport annuel du Comite皿 on紅白石1訂五 zonefranc 
pp. 702-703. 
p， 1322. 
p. 1248. 

l一三主主三主主 _.1)，2501___1e_19i __ "_I!_-，_' _1 

RZリヵー " 11l2，3C日1 " l' 60，叫
赤道アフリヵ 川4，7601 正040， 11 11 

王=l千!苦J五j千
" 
" " 11 

11 

11 



植民地発券銀行。本国アヲン

資匝高村よび年同変動額〔単位1∞万フラン〉

第四表

!日資産高|期末賢産高|年間変動領}

3 

円己主同6，212 

639 

五五7九三石ーっ 9.3~ぷ可 12，函一三[一
間アフリカ銀行 | 日SnI 17，235 I -H.321 

7万五瓦干一一三日可て函司で1，235

5 5 9 1 

面下一一

2，254 

1，770 

九20

日，392

海外フランス中央基金

1955年 9且30までは海外フランス中央基金。

1955年10}j1日以降はフランス領赤道アフリカ・カ

メノレー γ通貨発行局。

但) 1955年 9且30日までは西アフリカ銀行， 1955年10月
1日以降はフヲンス飯西アフリカ・トゴ一通貨発行

局。

資料:Premier Papport annuel du Comit己monetaire
de la Zone franc， p. 704. 

Deuxi色meRa pport du Cc皿 it品皿onetairede la 
Zone franc. pp. 1320-1321 

Troisi邑meRapport du Comite monetaire de la 
Zone fr叩 C，pp， 1246-1247 
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マダカス

13引

赤道アフ カおよび q マo Ôη| ヵ-'"ニム川 .....'-"(2)I 12.03引

|右打7雨可可叫ニ担 .0' '(3) I 17，237 I 

マダカスカル銀行 十 4，74川

海外四県およびサシヒ白川|
エ←ル・ミクロン島 t叫

(1) 

(2) 

振
替
操
作
の
時
期
的
ズ
V

は
あ
っ
て
も
、
木
質
的
に
本
固
に
対
す
る
債
務
に
ほ
か
な
ら
た
円
。
し
た
が
っ
て
、
フ
ラ

y
地
域
に
お
け
る

植
民
地
発
券
銀
行
の
本
国
フ
ラ
ン
資
産
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
植
民
地
が
保
有
す
る
ポ

Y
F
資
世
と
全
く
異
な
っ
た
構
成
内
容
を

も
つ
。
そ
し
て
、
こ
の
本
国
プ
ラ
Y
資
産
を
対
価
と
し
て
の
み
発
行
さ
れ
う
る
植
民
地
通
貨
は
、
そ
れ
自
身
国
家
に
よ
っ
て
強
制
適
用

力
士
与
え
ら
れ
た
不
換
紙
幣
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
植
民
地
通
貨
は
、
戦
後
イ
ン

7
v
l
y
ョ
Y
の
進
行
に
と
も
な
っ
て

フ
ラ

γ
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

第
八
十
一
巻

五
七

五
七

告書

号



フ
ラ
ン
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

第
八
十
一
巻

五
/'、

第
一
号

五
ノ¥

生
じ
た
本
国
フ
ラ
ン
の
減
価
に
一
方
的
に
追
従
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ω
回目。。

rHし
EHHPO甘・

EF--v・
8叫

伺
こ
の
特
別
勘
定
に
は
、
操
作
勘
定
L

乙
な
ら
ん
で
前
貸
勘
定
(
口
。
目
恒
宮
内
H
-

虫
、
官
官
ω)
が
含
ま
れ
T
い
る
u

操
作
勘
定
と
前
貸
勘
定
を
綜
合
し
て
、

相
殺
勘
定
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
前
貸
勘
定
は
、
国
庫
と
発
券
銀
行
と
の
相
互
聞
の
協
定
に
よ
っ
て
、
発
券
銀
行
が
国
障
に
故
高
簡
を
定
め
ら
れ
た
地

方
埴
貨
を
国
原
に
前
貸
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
発
券
規
行
自
国
庫
に
対
す
る
前
官
額
は
、
木
国
ア
ヲ

γ
の
支
払
と
相
殺
で
き
な
い
。

ま
た
発
券
銀
行
は
、
そ
の
本
開
フ
ラ
ン
資
産
を
国
庫
に
預
入
れ
な
い
。
現
在
こ
の
前
貸
勘
定
。
シ
ス
テ
ム
は
、
ア
ル
ヂ
ェ
リ
l
・
チ
ユ
ニ
ジ
!
銀
行

、
と
国
庫
聞
に
の
み
存
す
る
(
胃

2
5同
国
昌
吉
見
〉
ロ

E
巴

合

口

o国
志

冨

E
R百
円
。
骨

E
N
E
O
可

E
C
〉
吉
宮

HUE-
司・

2
3
D

ω
3
5
2
E
8
0
1
吉田
E
骨
円
。
日
記
事

P
E
H
H
Z
O
E
N
B
O
E
R
-
k
p
E
Z
呂
田
戸
甘
・

8寸

ω
回
古
n岳F

附伺刷回戸『。。岱伊白同
FL白凶巴円ロ且小.。昌℃
.
n巳岳日出H
.

苫

∞
8白∞

ω包町
g由P• 

同
山
回
】
。
n
甘FlHFh凶世ドロ恥Fw
。日唱V-
。Eド
?r.
同唱V]咽V
V‘

u
m
∞
u
∞由P• 

こ
の
項
目
の
う
ち
、
軍
事
費
お
よ
び
財
政
補
助
金
に
つ
い
て
の
正
確
な
数
字
は
把
握
し
え
な
い
の
で
、

本
稿
で
は
政
府
投
資
の
み
を
論
証
の
基
礎
と
し
た
。
試
み
に
、
一
九
五
四
年
に
お
け
る
梅
外
フ
ラ
ソ
ス
に
対
す
る
本
国
政
府
の
軍
事
費
負
担
お
よ
び

財
政
補
助
金
白
総
額
を
あ
げ
れ
ば
つ
ぎ
の
主
お
り
で
あ
る
。
軍
事
費
負
担
分
は
、
ア
ル
ヂ
エ
リ

l
四
九

O
億
フ
ヲ

γ
、
チ
ユ
ニ
ジ
一
八

O
億
フ
ラ

γ
、
海
外
領
域
四
一

C
億
フ
ラ

ν
、
海
外
四
県
二

O
億
フ
ラ
シ
、
計
約
一
、
四

0
0億
フ
ラ

γ

(
国
poor
円
巴
p
b・
。
司
口
了
間
】
・

5
白
'
)
。
財
政
補
助

金
は
、
海
外
フ
ラ
ン
全
体
(
イ
シ
ド
シ
ナ
を
含
ま
ず
)
で
約
一
二

O
億
フ
ラ
ン
(
回
】

cnEIF目
ロ

P
O
P
E
T
司

H
E
)。
政
府
投
資
に
つ
い
て
は
、

次
節
第
五
表
参
照
。

間
「
ド
ル
・
プ

l
ル
再
論
」
、
東
京
銀
行
月
報
一
九
五
六
年
十
一
月
号
お
よ
び
矢
内
原
勝
、
前
掲
論
文
を
参
照
。

通
貨
準
備
の
問
題

前
節
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
植
民
地
発
券
銀
行
は
、
モ
の
保
有
す
る
本
国
フ
ラ
ン
資
産
を
対
価
と
し
て
の
み
植
民
地
通
貨
を
発
行
し



う
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
国
フ
ラ
Y
資
産
が
、
そ
臼
発
行
準
備
セ
形
成
す
る
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
橋
民
地
発
券
銀
行
む
う
ち
、
マ
〆
カ
ス
カ
ル
銀
行
の
み
が
、
通
貨
発
行
一
両
の
三
分
の
一
の
保
証
準
備
を
必
要
と
す
一
日
。

そ
し
て
、
こ
の
保
証
準
備
額
は
、
本
国
の
国
債
と
国
庫
当
座
預
金
∞
形
態
て
保
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
マ
ダ

カ
ス
カ
ル
銀
行
の
本
国
フ
ラ
Y
資
産
が
、
一
億
フ
ラ
ン
て
あ
る
と
き
、
当
銀
行
は
モ
の
額
を
対
価
と
し
て
三
億
フ
ラ
Y
を
発
行
し
う
る

マ
ダ
カ
ス
カ
ル
銀
行
の
本
国
フ
ラ
ン
資
産
が
三
億
フ
ラ
ン
で
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
う
ち
の
一
億
フ
ラ

γ
は
、
国

と
い
う
の
て
は
た
い
。

債
購
買
ま
た
は
国
庫
預
金
の
形
態
て
控
除
さ
れ
る
と
と
を
意
味
す
る
。
モ
れ
は
、
前
節
て
考
察
し
た
と

b
u、
一
吋
ダ
カ
ス
カ
ル
銀
行
の

本
国
フ
ラ
ン
資
産
か
ら
臼
マ
イ
ナ
ス
分
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
た
と
え
己
白
準
備
額
が
、
国
庫
預
金
あ
る
い
は
国
債
の
形
態
て
示
さ
れ
よ
う
と
も
、

結
局
モ
れ
は
操
作
勘
定
パ
ラ
Y
ス
か
ら
の
控
除
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」
と
。
そ
し

τか
れ
は
、
マ
グ
カ
ス
カ
ル
銀
行
の

保
証
準
備
制
度
の
改
廃
を
主
戻
し
て
い
る
。

か
く
し
て
、
プ
ロ
ッ
ク
・
レ
イ
ネ
は
言
う
。

海
外
フ
ラ
Y
ス
中
央
基
金
総
裁
の
地
位
に
あ
っ
た
同
氏
の
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
非
常
に
重
要
な
怠
味
を
も
っ
と
言
え
よ
う
。
何
故

た
b
、
ブ
ロ
ッ
ク
・
レ
イ
ネ
の
言
葉
白
な
か
に
、
第
二
節
て
述
ベ
た
戦
後
に
お
け
る
植
民
地
通
貨
制
度
改
革
の
重
要
な
モ
ー
メ
ン
ト
が

ひ
モ
ん
で
い
る
と
考
え

b
れ
る
か

b
て
あ
る
。

植
民
地
発
券
銀
行
の
う
ち
、
一
九
五
五
年
の
フ
ラ
Y

ス
領
西
ア
フ
リ
カ
・
ト
ゴ

I
通
貨
発
行
局
設
置
ま
で
同
地
域
て
の
発
券
業
務
を

委
託
さ
れ
て
い
た
西
ア
フ
リ
カ
銀
行
に
も
、
マ
グ
カ
ス
カ
ル
銀
行
と
同
様
の
保
証
準
備
制
度
が
あ
ヮ
た
。
て
は
、
己
の
制
度
が
、
排
除

き
れ
た
理
由
は
何
ゼ
あ
ろ
う
か
。

前
節
て
考
察
し
た
よ
う
に
、
植
民
地
発
券
銀
行
の
保
有
す
る
本
国
プ
ラ

γ
資
産
は
本
質
的
に
本
国
に
対
す
る
債
務
に
ほ
か
た
ら
た
い
。

フ
ラ
ソ
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

第
八
十
一
巻

五
九

第

号

五
九



第五衰海外領域および海外県

(1)0:)開発計四画に対する

本国政府資本位)の寄与額
プラ
γ
地
械
の
相
民
地
通
貨
制
度

|投資額

同町号)
1946年より 1953年まで

(H札口百年12月31日〕

五7i-i!il点 Iゴ可一
海外四県 2ι3

7~r-I-281.41 ノ

1 9 5 3 年

正日午
竺」 61.6 

1 9 5 4 年

海外領械 4

海外四県 1

第
八
十
一
巻

第
一
号

ノ、。

自

A 
日

ノ、。

5.6 

du 

1a 

li-一三[1 53.6 1 
(1) 広義D柚民 地 ソヲン地域

白内核に照応する。

[司海外領域に対しては， F. I. 
D目 E目 S.(Fondsd'investisse 
ment pour le développe~ 
mentu己conomiqueet sociul 

deG territoires.)が，海外四

県に対 Lては. F.I.D. O. M. 

(Fonds d'皿 vesti田 ement
pour le d訂eloppementeco-

nomique et .social des d品-

partmen白 d'outre-mer)が，

開発資金〈本国政府D肘政投

首〕を金融する。

資料:Deuxieme Rapport 

Comit色 monetaire de 

zone franc， p. 1300. 

務
で
あ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
こ
臼
本
国
7
ラ
Y
資
産
の
発
生
源
は
何
で
あ
ろ
う
か
ロ
換
言
す
れ
ば
、
本
国
フ
ラ
ン
資
産
は
い
か
た
る
内
容
に
治
け
る
債

己
の
問
題
に
接
近
す
る
た
め
に
、
ま
ず
本
国
政
府
の
植
民
地
に
対
す
る
開
発
投
資
額
を
示
し
た
第
五
表
を
み
よ
う
。

一
九
五
三
年
の

投
資
総
額
六
一
六
億
本
国
フ
ラ
Y
お
よ
び
一
九
五
四
年
の
投
資
総
額
五
三
六
億
7

一フ
Y
は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
三
年
治
よ
び
五
四
年
に
治
け

る
植
民
地
の
操
作
勘
定
を
通
ず
る
本
国
よ
り
の
受
取
総
額
(
第
三
議
参
照
〉
の
六
六
%
(
五
三
年
)
、
六
一
%
(
五
四
年
〉
を
し
め
る
。

す
伝
わ
ち
、
毎
年
植
民
地
に
投
資
さ
れ
る
ぼ
う
大
左
本
国
政
府
の
開
発
資
金
が
、
植
民
地
発
券
銀
行
の
本
国
フ
ラ
Y
資
産
の
重
要
た

発
生
源
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
モ
の
開
発
資
金
は
、
植
民
地
の
本
国
製
品
に
対
す
る
購
買
力
創
出
白
た
め
に
は
、
年
々
技
入
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
必
然
性
を
有
ず
る
。

こ
の
本
国
フ
ラ
ン
資
産
の
発
生
源
と
保
証
準
備
制
度
と
を
交
叉
せ
し
め
る
と
き
、
問
題
は
明
ら
一
か
と
な
る
υ

す
な
わ
ち
、
開
発
投
資

に
よ
る
植
民
地
の
購
買
力
創
出
に
と
っ
て
、
保
証
準
備
制
度
は
一
つ
の
間
害
要
因

l
死
重
で
あ
っ
た
と
一
吉
い
う
る
の
で
あ
る
υ



か
く
て
、
海
外
フ
ラ
ン
ス
中
央
基
金
、
フ
ラ
Y

ス
領
商
ア
フ
リ
カ
・
ト
ゴ
通
貨
発
「
官
同
、
フ
ラ
ン
ス
領
赤
道
ア
フ
リ
カ
・
カ
メ
ル

l

ン
通
貨
発
行
局
と
あ
い
ワ
ぐ
公
的
通
貨
発
行
機
関
設
置
の
意
義
が
、
前
節
に
よ
沼
け
る
考
察
と
と
も
に
、
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
そ
れ
は
、

本
国
政
府
の
開
発
投
資
に
も
と
づ
く
植
民
地
の
購
買
力
創
出
を
直
線
的
か
つ
も
っ
と
も
効
率
的
に
お
こ
た
お
う
と
す
る
意
図
を
物
語
ヲ

て
h
た
の
で
あ
る
ロ

(4) (3) (:孟，)(1)

巴巴呂田。o 0 0 
n n n n 
T"T"t:r'T" 

5E E E 
ロロロ。、。、旬、。、

。o 0 。
市町町内コ

ののの の

F~~f~~ 
司句司 司

stS E5s 
間町田

四

本
国
プ
ラ

Y
と
の
リ
ノ
ソ
ク

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
植
民
帥
7
一フ

y
は
本
国
フ
ラ

γ
に
基
礎
を
治
く
代
用
貨
幣
て
あ
る
か
ら
、
当
然
外
国
為
替
と
の
直
接
の
関
係

は
な
い
。
そ
の
関
係
は
、
本
国
フ
ラ
ン
を
通
じ

τの
み
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
植
民
地
は
モ
の
通
貨
の
切
上
、
切
下
を
自
主
的
に

行
う
己
と
が
で
き
ず
、
常
に
本
国
フ
ラ
ン
に
追
従
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〔
第
六
膏
参
照
)
。

第
二
次
大
戦
前
に
沿
い
て
は
、
植
民
地
フ
ラ
ン
は
本
国
フ
ラ
ン
と
一
対
一
の
比
率
て
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
戦
後
、
一
九

四
五
年
十
二
月
二
十
六
日
白
平
価
切
下
げ
に
と
も
な
い
、
植
民
地
フ
ラ
ン
は
こ
と
な
っ
た
リ
ン
ク
比
率
士
有
す
る

C
・
F
-
A
(
g
-。目
g

昨

E
3回
目
白
、
』
宮
山
口
O)
フ
ラ
ン
と

C
・
F
-
P
(
n
o
r
E
O
m
廿
E
宮
町
富
可
ω
口
出
官
。
ω)
プ
ラ
Y

と
に
分
離
す
る
に
い
た
っ
た
。

プ
ロ
ッ

F
-
v
イ
ネ
は
、
大
戦
が
フ
ラ
ン
地
域
白
各
メ
ン
バ
ー
に
相
呉
っ
た
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
も
っ
て
植
民
地
フ
ラ
ン
創
設
の

理
由
と
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
地
械
の
植
民
地
通
貨
制
度

第
八
十
一
巻

第
一
号



ア
ヲ

γ
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

" 
" 

5.48 

5.50 

第
八
十
一
巻

，、

第

号

ノ、

か
れ
は
、
一
九
四
五
年
十
二
月
二
十
六
日
の
リ
ン
ク
比
率
決
定
を
つ
ぎ
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

ま
ず
本
悶
に
沿
い
円

τ、
一
九
三
八
年
よ
り
一
九
四
五
年
ま
ぜ
に
パ
リ
!
の
小
売

価
格
指
数
三
十
四
品
目
に
よ
る
)
は
、

一
O
Oか
ら
四
九

O
に
上
昇
し
た
。
他
方
、

ア
フ
リ
カ
植
民
地
の
行
政
府
1
i
lグ
カ
ー
ル
、
プ
ラ
ザ
ピ
ル
、
グ
ナ
ナ
リ
プ
、
ア

ピ
ド
ジ
ャ

Y
1ー
で
算
定
さ
れ
た
生
計
費
指
数
(
ヨ
l

ロ
y

パ
一
常
住
民
に
つ
い
て
の
み
)

は
、
同
期
聞
に
約
三
倍
か
ら
四
、
五
倍
に
騰
貴
し
た
。

さ
ら
に
、
か
れ
は
、
各
植
民
地
別
に
物
価
指
数
の
変
動
を
検
討
し
て
い
る
。

マ
グ
カ
エ
カ
ル
て
は
、
物
価
騰
貴
は
第
七
表
白
一
部
す
よ
う
に
、
一
九
三
九
年
か

ら
一
九
四
五
年
に
か
け
て
比
較
的
経
慢
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
赤
道
ア
フ
リ
カ
の
消
費
財
小
亮
価
格
指
数
(
プ
ラ
ザ
ビ
ル
白
ヨ
1
ロ
Y

パ
系
住
民
の
み
を
対
象
〉
は
、
一
九
三
八
年
を
基
準
と
し
て
一
九
四
五
年
の
十
月
十

五
日
て
は
三

O
六
で
あ
っ
た
。

カ
メ
ル

1
ン
て
は
、
三
十
三
品
目
に
関
す
る
小
売
価
格
の
平
均
指
数
は
、

あ
ヲ
た
。

一
九
三
八
年
を
基
準
と
し
て
一
九
四
五
年
て
は
一
一
一
一
九
て

逆
に
、
ァ
ラ
Y

ス
領
四
7
7
リ
方
て
は
、
物
価
騰
貴
率
は
、
上
記
の
い
づ
れ
の
地
域
よ
り
も
は
げ
し
か
っ
た
。
公
式
統
計
の
欠
如
か

ら
、
プ
ロ
ッ

F

・
ν
イ
ネ
は
、
グ
カ
ー
ル
ゐ
よ
び
ア
ピ
下
ジ
ャ

y
k
b
け
る
消
費
財
小
売
価
格
の
平
均
指
数
に
よ
っ
て
、
物
価
騰
貴
率



マダカスカルの物価指数(1939年~19叫5年)

一←一一一一一一__  (19~プ三10空工
I 194211 I 1943" I 1944 I! I 1945" 

7，4月
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1170 I I 300 I 310 

小売価格

卸す寸百石
E坦且血主主i豆i
卸売仙桔

」曲芸血畳主主豆

生欄は不明

Bloch-Loin品.La Zone franc. p. 348.より

資料 Etudes et conjoncture. Union franc:aise. nos 6， 7， 8. de 1948. 
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第七表

i竺竺

120 
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フ
ヲ
ン
地
械
の
植
民
地
通
貨
制
度

は
一
九
三
八
年
を
基
準
と
し
て
一
ー
九
四
究
年
ぞ
は
約
四
、
五
倍
に
達
し
た
と
推
定
し
て
い
る
。

以
上
白
検
荘
か

b
プ
ロ
ァ
グ
・

ν
ィ
、
不
は
、

C
・
F
-
A
フ
ラ
ン
の

p
y
ク
比
率
を
実
際
上

決
定
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
赤
道
ア
フ
リ
カ
に
治
け
る
通
貨
の
減
価
率
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
意
味
て
は
、
マ
グ
ヵ
λ

ヵ
ル
の
場
合
、
同
期
間
の
物
価
水
準
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
過
度
の

切
下
げ
を
う
け
、
逆
に
フ
ラ
ン
ス
領
西
ア
フ
リ
カ
の
通
貨
は
、
本
国
フ
ラ
ン
と
同
比
率
に
と
ど

ま
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
、
か
れ
は
結
論
し

τい
る
。

他
方
、
オ
セ
ア
ニ
ア
植
民
地
の
一
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
、
フ
ロ
ァ
ク
・
レ
イ
ネ
は
、

ユ

ー
・
カ

V
F
ニ
ヤ
白
首
府
ヌ
ウ
メ
ア

D
生
計
費
指
数
を
基
礎
と
し
て

(
一
九
三
六
年
を
一

O
O
L乙

し
て
、
一
九
三
八
年
は
一
三
五
、

九
阿
五
年
十
三
月
で
三
九
五
)
、

c
・
F
-
P
フ
ラ
ン

D
H
Y
グ
比

率
決
定
が
か
な
り
怒
意
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る

G

以
上
白
フ
ロ
ッ
ク
・
ド
イ
ネ
の
挙
註
か
ら
、
一
九
四
十
九
年
の
H
Y
ク
比
率
決
定
が
本
国
と
植

民
地
と
の
購
買
力
比
較
に
も
と
づ
い
て
た
さ
れ
た
と
と
を
知
め
一
う
る
。

植
民
地
7
ラ
ン
が
、
そ
の
数
量
に
応
じ
て
何
値
の
変
動
す
る
可
能
性
学
も
っ
た
代
用
貨
幣
て

あ
る
こ
と
か

b
、
+
h
o
算
定
方
法
ぷ
あ
戸
一
か
も
妥
当
性
告
も
ち
う
る
か
の
よ
ろ
に
み
え
る
。
し

か
し
↓
な
が
ら
、
貨
幣
価
値
は
、
け
っ
し
て
貨
幣
数
量
に
応
じ
て
騰
落
す
る
物
価
の
説
数
て
あ
る

購
買
力
J

し
は
あ
り
え
な
い
。

本
国
フ
ラ
ン
に
対
す
る
植
民
地
フ
ラ
Y
の
リ
ン
ク
比
率
を
努
極
に
沿
い
て
決
定
す
る
も
の
は
、

第
八
十
一
巻

プミ

第

号



フ
ラ
ン
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

フヲンス本国および海外フラ γス

聞の貿易品目構成

巳亘玉亘こ|
海外フランスの対本国輸出品(単位10低フラ0/)

飲料品(主と山どう酒) I 71 I 川
l!i'*"，よ乙果実 一-JLJLJ 
油性rli'1 63 

三三竺こコ一三竺fL_68 51 

穀物およぴ穀粉 28 

加工食料品(砂糖を含む 28

鉱産物 !ー 2

他の農産物 I 20 I 20 

繊維原料品 15 15 

木材〔原木および半加工材) I 10 12 

本国の対海外フヲ γス輸出品(単位10億フラン〕

第
八
十
一
巻

/、
回

第

号

/、
回

トヒ
己こと竺主目I"Ci '" i 44 ~~ I __  5_1 

!加工食料品(砂糖を官む I 41 I 

玩云二:斗干jコ4

|竺土"" I 14 I 12 

I ，!i#J*" HFiIlt，jj 13 二?
資料 Trois詰meRapport annuel du Comit品

monetaire de -la Zone franc， pp. 1174-1175 

3 

82 98 繊維車部品

71 

54 

30 7 i右 油 製 品

両
貨
幣
に
内
在
し
て
い
る
抽
象
的
な
人
間
労
働
に
代
位
す
る
本
国
治
よ
び
植
民
地
の
輸
出
産
業
の
労
働
生
産
性
に
ほ
か
な
ら
を
い
。
そ

し
て
現
実
k
b
い
て
は
、
フ
ラ
Y

ス
本
国
は
植
民
地
に
対
し
て
工
業
製
品
を
輸
出
し
、
農
産
物
を
輸
入
す
る
先
進
国
白
地
位
に
た
っ
白

23 2 

第八衰
て
あ
る
(
第
八
表
参
照
)
。

66 

5 

植
民
地
の
輸
出
産
業
に
お
け
る
労
働
生
産
性
の
劣
位
が
、
生
産
性
心
客
観
的
た
社
会
的
治
よ
び
物
質
的
諸
条
件
を
奪
わ
れ
た
農
業
労

金 属 製 品

機械器具

働
に
も
と
づ
〈
と
と
に
よ
ヲ

τ、
そ
の
商
品
は
何
値
以
下
で
の
輸
出
を
余
儀
な
〈
さ
れ
、
景
気
変
動
の
影
響
を
・
も
っ
と
も
鋭
く
う
け
る
。



し
た
が
っ
て
、
独
占
会
社
と
非
ア
フ
り
カ
人
系
商
人
に
よ
フ
て
流
通
機
構
を
掌
握
さ
れ
た
植
民
地
白
農
産
物
価
格
は
、
そ
の
輸
出
価
格

を
最
下
限
と
し
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

プ
ロ
ッ
タ
・

ν
イ
ネ
が
、
マ
グ
カ
ス
カ
ル
の
輸
出
価
格
の
趨
勢
か
ら
向
島
に
お
け
る
物
価
騰
貴
率
は
本
国
に
比
し
て
比
較
的
緩
慢
で

あ
っ
た
と
い
う
と
き
、
右
の
事
柄
は
ま
っ
た
く
看
過
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
植
民
地
白
輸
出
商
品
価
格
は
強
制
的
に
切
下
げ
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
相
対
的
に
低
い
の
で
あ
っ
て
、
本
来
的
に
そ
う
た
の
で
は
た
い
。
第
七
去
の
-
一
小
す
、
い
わ
ゆ
る
商
品
交
易
条
件
の
悪
化
は
、

そ
の
現
象
形
態
に
ほ
か
な

b
な
い
。
他

ω地
域
に
お
け
る
小
売
価
格
指
数
日
相
対
的
に
緩
陸
な
騰
且
比
率
も
、
こ
の
事
情
に
よ
っ
て
説
明

き
れ
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
価
値
法
川
の
モ
デ
ィ
フ
ァ
イ
さ
れ
た
形
て
の
貫
徹
に
よ
っ
て
、
強
制
的
に
低
め
ら
れ
た
価
格
を
基
準
と
し
て
H
Y
ク
比

率
が
決
定
吉
れ
た
こ
と
は
、
植
民
地
側
か
ら
は
つ
ね
に
価
値
以

F
て
の
輸
出
を
固
LK
化
す
る
結
果
を
招
来
し
た
と
言
い
う
る
。
す
た
わ

ち
、
植
民
地
は
、
関
税
特
恵
、
輸
入
割
告
の
障
暗
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
本
同
市
場
に
対
し
て
す

b
、
つ
ね
に
匝
際
市
場
価
格
に
追
従

す
る
輸
出
全
強
制
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
工
業
製
品
は
周
知
の
よ
う
に
国
際
的
に
割
市
て
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
杭
民
地
市
場
て
は
モ
の
保
護

陣
壁
と
開
発
投
資
を
涌
ず
る
購
買
刀
創
出
と
に
上
っ
て
、
国
際
競
争
よ
り
ま
ぬ
か
れ
う
る
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
地
域
通
貨
委
員
会

第
一
次
報
持
者
吉
え
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
本
国
の
高
物
価
水
準
の
植
民
地
へ
の
直
接
的
波
及
を
意
味
す
る
。
し
か
も
本
国
て
白
物
価

下
落
は
、
あ
る
期
聞
を
お
い
て
の
み
楠
民
的
に
そ
の
結
果
が
あ
ら
わ
れ
る
に
す
ぎ
た
い
。

消
費
財
製
品
を
フ
ラ
ン
ス
本
国
か
ら
輸
入
す
る
植
民
地
に
と
っ
て
(
第
八
表
参
照
)
、
木
国
製
品
の
両
物
価
の
直
接
波
及
は
、

労
働

力
の
再
生
産
費
用
を
強
制
的
に
騰
貴
せ
し
め
ず
に
は
お
か
な
い
。
か
く
て
ま
た
、
植
民
地
農
産
物
価
格
も
上
昇
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
と

フ
一
プ

γ
地
域
の
楠
民
地
通
貨
制
度

第
八
十
一
巻

/、
五

苦手，

7"') 

/、
五



ブ
ヲ

γ
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度

第九童 相民地における家庭消費財小売価格指数(I) 1949年~100

11胃|空E亙直直亙亙5!EEi
五孟 1141 1 143い421'42 : 1431出国 145114511451 

I Dalcar 1136 I 131同司司両日司王可日子|可
両主コ互ヨ1'~J~~ 竺J~竺:出 13日空|一__J
竺竺竺lej!5_81159 .旦ど型~_ 11日|叩!竺
Tananariue， 168 166 i 1671168' 17川17211721'7411731

No竺 J 13511351135 138 三百三角 11~1主[135r13~-1
(1) ヨ←ロッハ系住民のみを対象

空欄は不明

資料 Deuxi品meRapport du Comit邑r.lOoetairede la zone franc， p. 1302 
Troisieme Rapport annuel du Comite monetaire de la zone franc. 
p. 1245目

第
八
十

第
一
号

/、
プミ

巻

六
六

ζ

ろ
で
、

さ
き
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
植
民
地
は
、

そ
の
輸
出
商
品
た
る

農
産
物
の
価
値
以
下
ゼ
の
販
売
を
余
儀
た
く
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
販
売
価
格
を
低
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

F
な
わ
ち
、

一
九
四
五
年

に
お
け
る
植
民
抗
ア
ラ

y
白
ロ
ン
ク
比
率
決
定
が
、
本
国
製
品
の
植
民
地
市

場
に
あ
け
る
価
値
以
卜
て
の
販
兎
を
、
そ
し
て
植
民
地
農
産
物
の
本
国
市
場

に
お
け
る
価
値
以
下
で
の
販
売
を
固
定
化
し
た
こ
と
。
そ
し
て
一
九
四
五
年

U
後
に
治
け
る
F
γ
グ
比
率
変
更
も
、
こ
の
方
向
に
し
た
が
ヮ
て
い
る
こ

ε 。
以
卜
の
こ
と
は
、
柏
民
訓
白
各
主
要
都
市
に
治
け
る
家
庭
消
費
財
価
格
指

数
を
示
し
た
第
九
表
に
よ
ゥ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
第
二
次
大
戦
以
後
、
木

国
と
の
経
済
関
係
を
稀
薄
に
し
た
一
一
ュ

1
・
カ

ν
F
=
7
を
除
い
て
、
植
民

地
の
家
庭
消
費
財
価
格
指
数
は
、
本
国
白
水
準
に
追
従
し
て
い
品
。

植
民
地
は
、
本
国
市
場
に
対
す
る
何
値
以
下
で
の
輸
出
合
強
い
ら
れ
る
と

同
時
に
、
そ
の
労
働
力
の
再
生
産
費
用
を
木
国
L

仁
心
貿
易
関
係
を
通
じ

τ強

制
的
に
騰
貴
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
一
章
一
の
搾
取
に
規
定
台
一
れ
る
白
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
植
民
地
フ
ラ

γ
の
本
国
フ
ラ
ン
に
対
ナ
司
令
リ
ン
グ
比
率
は
、
己

日
二
重
白
搾
取
の
制
度
的
表
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
言
い
う
る
。



ω
出
古
島
1
E
E
P
昌・

E
r
E
-
g∞lω
色・

ω
羽
定
の
資
料
は
、

P
E巨
E
E
E
E
H
E
5
5
内円
o
E
E
E
Z
(区
出
J
M
2
8也

ι
o
E
A
F
m
N
Oロ
O
『E
5
V
宮
H
回目。。}戸円丘ロ
P
同)臼色・

ω
日

U
Z呂
田
】
「
同
昌
旬
。
耳
目
目
E
-
E
H
ロ
。
自
】
芯
目
。
見
込
防
句
。
品
。

E
N
E何
時
岡
山
口
♂
(
〉
ロ
ロ
忠
同
盟
問
ω
)
u

宮
】
・
司
M
E
}
U・
HN怠・

川
間
『
エ
コ
ノ
ミ
ー
』
誌
(
一
九
五
六
年
六
月
一
四
日
号
)
は
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
荷
物
仰
水
準
が
畑
氏
地
に
波
及
し
、
そ
れ
が
梢
民
地
の
輸
出
を
悶

嫌
な
ら
し
め
る
点
に
言
及
し
て
い
る
。
ハ
ド
宮
古
『
EM岡田

OM広
口
E
E
A
H
o
m
m
w
古
血
。

E
N
Oロα
昨

mppHL)開。。円
O
E
H
P
E
E
E
戸
田
町
田
司
同
叶

結

び

い
ま
や
、
以
上
の
三
節
に
お
け
る
論
点
を
整
理
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

一
、
航
民
地
フ
ラ
ン
が
、
木
質
的
に
は
杭
民
地
に
と
っ
て
債
務
に
ほ
か
た
ら
な
い
本
国
フ
ラ
ン
を
対
価
と
し
て
心
み
発
行
さ
れ
る
シ

ぞ
ア
ム
は
、
本
国
7

ラ
ン
の
減
価
を
植
民
地
に
直
接
波
及
せ
し
め
る
。

二
、
植
民
地
フ
ラ
ン
発
行
の
対
価
た
る
植
民
地
発
券
銀
行
保
有
の
木
国
フ
ラ
ン
資
産
の
重
要
な
一
発
生
源
は
、
本
国
政
府
の
闘
発
資
金

て
あ
る
。
こ
の
開
発
投
資
に
よ
る
栴
民
地
の
購
買
力
創
出
を
直
線
的
か
つ
も
っ
と
も
効
率
的
に
行
う
べ
く
杭
民
地
通
貨
制
度
の
整
備
が

な
さ
れ
て
き
た
。

三
、
植
民
地
フ
ラ
ン
白
木
同
フ
ラ
ン
に
対
す
る
リ
ン
グ
比
率
は
、
フ
ラ
ン
ス
本
国
の
植
民
地
に
対
す
る
二
重
心
搾
取
を
制
度
化
し
た

も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

か
く
し
て
、
フ
ラ
ン
地
域
の
植
民
地
通
貨
制
度
は
、
関
税
制
度
、
為
替
管
盟
、
輸
入
割
当
と
と
も
に
、
本
国
の
排
他
的
・
封
鎖
的
市

場
形
成
の
草
要
な
一
環
を
形
成
し
、
木
国
の
寄
生
的
再
生
産
軌
道
回
転
の
戦
略
的
基
軸
と
し
て
の
役
割
を
損
ず
る
と
言
え
よ
う
。

(
昭
和
1

一寸
l

二
年
四
月
稿
)

フラ
γ
地
域
の
附
民
地
通
貨
制
此
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